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資料-２

豊平川河川整備計画の見直しについて

石狩川流域委員会（第13回 平成31年3月15日)



11石狩川水系豊平川河川整備計画見直し方針（案）

①治水
●平成26年の大雨特別警報や全国での計画規模を超える洪水の頻発など洪水リスクが顕在化して
いるところ、現行整備計画に基づく整備の進捗や人口・資産が集積する豊平川の重要性を踏まえ、
整備目標について概ね年超過確率1/80を想定し見直しを検討。

●河道内樹木の適正な管理を引き続き行うとともに、河床低下等の対策について検討する。
●伏籠川総合治水事業について、引き続き関係機関と連携し、推進に努める。

②利水
●水道用水や発電用水としての豊平川の重要性を踏まえ、引き続き、豊平峡ダム、定山渓ダムをは
じめとする既存の流水の補給施設等による流況の適正な管理を行う。

③河川環境
●多様な動植物の生息・生育の場となっていることから、引き続き、治水面と整合を図りつつ、魚類の
移動の連続性確保や産卵の場の保全等、河川環境の保全に努める。

●豊平川の水質については、引き続き関係機関と連携し、その維持に努めるとともに、茨戸川の水質
については、関係機関と連携し水環境の改善に努める。

④利活用
●高水敷を活用したイベント開催やダムを活用した観光振興等を、関係機関と連携し実施していると
ころであり、引き続き、関係機関と連携し河川空間の適切な利活用の促進に努める。

⑤危機管理体制
●人口資産の集中等の流域社会環境の変化とともに、全国的に計画規模を超える洪水が頻発して
いることを踏まえ、関係機関との連携による減災対策協議会等を活用し減災対策をさらに推進す
ることが必要である。
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アメダス降雨量分布
（平成28年8月15日1時～24日24時）
（日本気象協会 配布資料から転載）

台風第7号・第11号・第9号・第10号 経路図

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。

台風11号
8/21上陸

台風7号
8/17上陸

台風9号
8/23上陸台風10号

8/30 最接近

戸蔦別川上流観測所
8月29日～8月31日
累加雨量 505mm

串内観測所
8月29日～8月31日
累加雨量 515mm

アメダス降雨量分布
（平成28年8月29日1時～31日9時）
（日本気象協会 配布資料から転載）

◆道内の主要な地点における年降水量の平均値（mm）

地点名 年降水量の平均値（㎜） 統計期間 地点名 年降水量の平均値（㎜） 統計期間

札幌 1106.5 1981～2010 釧路 1042.9 1981～2010

函館 1151.7 1981～2010 帯広 887.8 1981～2010

小樽 1232.0 1981～2010 網走 787.6 1981～2010

旭川 1042.0 1981～2010 北見 763.6 1981～2010

室蘭 1184.8 1981～2010 留萌 1127.0 1981～2010

８／１６～８／３１の雨量観測について
・串内観測所（空知郡南富良野町） 総雨量 ８８８mm
・戸蔦別川上流観測所（北海道帯広市） 総雨量 ８９５mm

アメダス降水量分布
（平成28年8月15日1時～24日24時）
（日本気象協会 配布資料から転載）

アメダス降水量分布
（平成28年8月29日1時～31日9時）
（日本気象協会 配布資料から転載）

戸蔦別川上流観測所
(開発局データ)
8月29日～8月31日
累加雨量 505mm

串内観測所
(開発局データ)
8月29日～8月31日
累加雨量 515mm

 ８月１７日～２３日の１週間に３個の台風が北海道に上陸し、道東を中心に大雨により河川の氾濫や土砂災害が発生。
また、８月２９日から前線に伴う降雨があり、その後、台風第１０号が北海道に接近し、串内観測所では８月２９日から８月３１
日までの累加雨量が５１５mmに達するなど、各地で大雨が発生。

平成28年8月出水の概要①
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国土地理院09/01撮影
（複数写真を合成）

国管理区間

新栄橋

伊勢橋

金山ダム
貯水池

決壊
（約300m）

8/31 6：00頃撮影8/31 6：00頃撮影

A:福祉施設

C：食品加工工場

B：道の駅

A B

A：福祉施設
B：道の駅
C：食品加工工場

C

決壊
（約150m）太平橋

C：食品加工工場 B：道の駅

大勝橋

空知川

※記載されている数値は、今後、変更となる可能性があります。

空知川金山ダム上流において2箇所で堤防決壊し、南富良野町市街地を含む地域で浸水するなど甚大な被害が発生。
避難所に指定されている町の福祉施設や道の駅も被災。
浸水面積は、南富良野町幾寅地区で約130ha、住家約160戸や食品加工工場等が浸水。

平成28年8月出水の概要②
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44平成３０年７月２日からの大雨による出水の概要①

■７月２日からの停滞する活発な前線と暖かく湿った空気の影響により、流域各地で激

しい雨が降りました。上流域の旭川では降り始めから１９０㎜を観測しました。

■札幌開発建設部が管理する石狩川本川の深川橋水位観測所では「計画高水位」を超

え、納内水位観測所では「氾濫危険水位」を超え、平成２８年洪水と同規模の高い水

位を記録。また、雨竜川でも「氾濫危険水位」を超える出水となりました。

■このため、当部が管理する石狩川本川の深川市納内町付近及び旭川市神居町神居

古潭において浸水面積約７０ヘクタール、浸水家屋４戸の氾濫、雨竜川の深川市多度

志付近において浸水面積約４０ヘクタールの氾濫が発生しました（開発局調べ）。

■そうした状況のもと、当部ではこれまで進めてきた河川整備や直轄ダム等の洪水調節

施設によって出水時の水位低下を図ったほか、直轄排水機場を稼動、排水ポンプ車を

派遣し、内水氾濫被害の防止・軽減を図りました。

■また、地上からの河川巡視や水位・雨量の監視を行ったほか、流域自治体へ当部職

員を現地情報連絡員（TEC-FORCE（リエゾン））として派遣しました。

※本速報に記載されている数値や図表は平成30年7月9日現在の速報値であり、今後、変更となる可能性があります。

レーダー雨量（7月3日2:30）

深川市納内町納内橋付近

3日13時頃撮影

3日9時頃撮影

深川市竜水橋付近

降り始め（2日9時）から5日21時までの雨量
（札幌管区気象台資料より）

出典：平成30年7月2日からの大雨による出水概要（速報）より 4
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石狩川（納内水位観測所）年最高水位

今回出水の最高水位61.40ｍ
昭和50年洪水の
最高水位62.64m

昭和56年洪水の
最高水位62.40m

産化美唄

奈井江大橋

納内

赤平

橋本町

多度志

雨竜橋

深川橋

妹背牛橋

伏古

砂川橋

北竜橋

達布橋

月寒

月形

岩見沢大橋

石狩大橋

篠路

石狩河口

石狩

茨戸

藻岩

円山

厚別

嶮淵

石山

大鳳橋

舞鶴

裏の沢

東光

南6号樋門

下島松

輪厚

石狩川の降雨及び水位の状況
●計画高水位

計画された流量を安全に流下させうる計
画上の水位

●はん濫危険水位
洪水により相当の家屋浸水等の被害を
生じるはん濫の起こるおそれのある水位

●避難判断水位
避難準備情報の判断、避難所の開設、
要配慮者の避難判断の目安となる水位

●はん濫注意水位
水防機関が出動して水防活動を行う目安
となる水位

●水防団待機水位
水防団が水防活動するため待機する水位

平成３０年７月２日からの大雨による出水の概要②

布部

出典：平成30年7月2日からの大雨による
出水概要（速報）より
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計画高水位 61.75ｍ

はん濫危険水位 60.10ｍ

避難判断水位 59.20ｍ

はん濫注意水位 58.90ｍ

水防団待機水位 57.50ｍ

７月６日１４時現在石狩川 納内地点 水位流量観測所：納内【開発局】
雨量観測所：深川【気象台】
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平成30年7月出水状況（KP14.0付近）

豊平川の出水状況（避難判断水位7.50m超過）

【基準水位を超過した観測所】 ※７月６日１４時現在

●計画高水位超過：１観測所
(石狩川) 深川橋

●はん濫危険水位超過：３観測所
（石狩川） 納内
(雨竜川)   多度志、雨竜橋

●避難判断水位：３観測所
(豊平川) 雁来
(空知川） 布部
(嶮淵川) 嶮淵

●はん濫注意水位超過：１６観測所
（石狩川） 妹背牛橋、伏古、橋本町、砂川橋

奈井江大橋、月形、石狩河口、石狩
（空知川） 赤平
（雨竜川） 北竜橋、達布橋
（輪厚川） 輪厚
（島松川） 下島松
（厚別川） 厚別
（月寒川） 月寒
（産化美唄川） 産化美唄

●水防団待機水位超過：１２観測所
（石狩川） 岩見沢大橋、石狩大橋、篠路
（茨戸川） 茨戸
（豊平川） 石山、藻岩
（夕張川） 円山
（大鳳川） 大鳳橋
（千歳川） 舞鶴、裏の沢、東光、南６号樋門

雁来

5



66氾濫危険水位を超過した観測所数
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氾濫危険水位超過観測所数（石狩川水系）

※石狩川下流域（国管理区間）で氾濫危険水位が設定されている水位観測所（28箇所）を対象に集計
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水害等による被害の事例

医療・社会福祉施設等の機能低下による被害

河川の氾濫による公立豊岡病院の
被災状況（平成16年台風23号）

• 平成16年の台風23号において、兵庫県豊岡市の公立
豊岡病院が浸水した。

• 予定していた手術を5日間延期し、透析治療が不可能
になったため患者2名を防災ヘリで他院へ転院させ
た。

 全国各地で、水害等により医療・社会福祉施設の機能低下、ライフラインの停止、交通途絶等が発生し、国民生活に様々な波及被害が発生。

※「水害の被害指標分析の手引（H25試行版）」P9
平成25年7月 国土交通省 水管理・国土保全局
国土交通省HP：

http://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/jouhou/jieisuibou/bo
usai-gensai-suibou02.html

• 医療・社会福祉施設等の機能低下は、入院患者・入
所者をはじめとする災害時要援護者に対して深刻な
影響を及ぼす。

• 被災により救急・救命医療が施せなくなると命に関わ
る事態となる。

全国の被災事例

電力の停止による被害

河川の氾濫により水没した
沼田西変電所（平成30年7月豪雨）

• 平成30年7月豪雨において、広島県三原市の沼田西
変電所が水没するなど、停電による被害が発生した。

• 平成30年9月の北海道胆振東部地震では、苫東厚真
発電所をはじめとした北海道内すべての発電所が緊
急停止し、最大で約295万戸が停電した。

※第1回大規模広域豪雨を踏まえた水災害対策検討小委員会
配布資料【資料2】平成30年7月豪雨における被害等の概要
（平成30年9月28日）P12、国土交通省 水管理・国土保全局

• 電力途絶は、災害時の応急活動に支障が出ること
や、医療機関等における患者の生命維持に関わる場
合があるとともに、他のライフラインへ波及被害が発
生するおそれがある。

全国の被災事例

ガスの停止による被害

• ガスの停止は、暖房設備の使用、調理、風呂の湯沸
かし等に支障を生じる。

• また、水没住宅からガス漏れが起こり、それが原因で
火災が発生する恐れがある。

全国の被災事例

ガス製造設備被災状況
（平成23年3月東日本大震災）

• 平成23年3月に発生した東日本大震災において８県
で都市ガスの供給が停止した。

• また、製造段階において巨大津波によりガスの製造
停止という被害が発生した。

※「水害の被害指標分析の手引（H25試行版）」P80
平成25年7月 国土交通省 水管理・国土保全局
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交通途絶による波及被害

• 平成28年8月に発生した北海道大雨災害では、国道
で一時的に最大19路線28区間が同時に通行止めとな
り、累計では28路線54区間が通行止めとなった。

• 道央と道東を結ぶ人流・物流の要衝である国道274号
日勝峠では、橋梁の落橋等が発生し、長期間にわた
る通行止めとなった。

国道274号日勝峠の被災状況
（平成28年8月北海道大雨災害）

• 道路途絶は人流・物流の停滞や迂回交通の発生など
大きな影響を及ぼす。

• また、災害時の孤立や大きな迂回を余儀なくされるこ
とにより、救助・救援活動、広域的な緊急物資の輸送
等に困難をきたすことが想定される。

全国の被災事例

※「平成28年8月北海道大雨災害への対応」P18
国土交通省 北海道開発局

水害等による被害の事例

上水道の停止による被害

• 平成17年台風14号による洪水において、浄水場の多
くが停止し、宮崎県内57,000戸余りで断水した。

• 特に宮崎市の冨吉浄水場は、施設浸水により、応急
復旧・断水解消まで45日を要した。

• 平成30年9月に発生した北海道胆振東部地震では、
水道管の破損、停電等により、最大で約７万戸が断
水した。

冠水した冨吉浄水場（平成17年台風14号）

※「水害の被害指標分析の手引（H25試行版）」P81
平成25年7月 国土交通省 水管理・国土保全局

• 上水道施設が停止した場合は、断水により被災住民
の生命維持を図るための飲料水、医療用水、消火用
水の確保が困難となる。

全国の被災事例

下水道の停止による被害

• 平成23年に発生した東日本大震災において、来襲し
た津波により仙台市南蒲生浄化センターが浸水した。

• 土木・建築物が破壊され、機械・電気設備が冠水、流
失するなど、処理機能に壊滅的な被害を受けた。

津波により浸水する南蒲生浄化センター
（平成23年3月東日本大震災）

※「水害の被害指標分析の手引（H25試行版）」P82
平成25年7月 国土交通省 水管理・国土保全局

• 下水道施設が停止した場合、公衆衛生問題の発生ば
かりか、トイレの使用が不可能となるなど、住民の健
康や社会活動に重大な影響を及ぼす。

全国の被災事例

 全国各地で、水害等により医療・社会福祉施設の機能低下、ライフラインの停止、交通途絶等が発生し、国民生活に様々な波及被害が発生。
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※グラフに使用している全データは平成22年国勢調査結果より
※石狩川水系には、豊平川の人口・資産も含む

豊平川の整備目標の見直し（第10回流域委員会資料）

豊平川には、道内の一級水系と比較して最も人口・資産が集中しており、全国的に見ても人口・資産が高度に集積している。
全国の一級水系の整備計画における目標流量の規模は概ね年超過確率１／２０から１／８０の範囲となっている。
豊平川においては、現行整備計画（戦後最大規模となる昭和５６年８月下旬降雨による洪水（概ね年超過確率１／５０））に基づ
く整備が進捗してきた。人口・資産が集積する豊平川の重要性を踏まえ、目標とする治水安全度（雁来地点）を概ね年超過確率
１／８０と想定し、整備計画の見直しを検討する。

全国一級水系の人口・資産
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11番目に流域内の資産が多い

石狩川
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10

現行整備計画完了時の浸水想定区域（全地点破堤による最大包絡浸水範囲・浸水深）

1/60規模 1/70規模

 現行整備計画河道において、整備水準（概ね1/50規模）を上回る洪水が発生した場合において、浸水が想定される区域、水深を分析。
 1/60から1/80では、豊平川左岸に位置する札幌市中心市街地や住宅地等で浸水範囲が拡大している。
 1/80から1/100では、左岸の住宅地等で浸水範囲が拡大するものの、相対的には拡大幅が小さい。

1/80規模

【参考】確率規模別の外力設定条件

1/50 1/60 1/70 1/80 1/90 1/100 1/150

降雨量(mm/3日) 240 250 260 270 275 280 310

降雨条件 昭和56年8月下旬洪水波形

年超過確率規模ごとの浸水範囲の変化について

1/70で浸水
するエリア

1/80で浸水
するエリア
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11

1/90規模 1/100規模

年超過確率規模ごとの浸水範囲の変化について

現行整備計画完了時の浸水想定区域（全地点破堤による最大包絡浸水範囲・浸水深）

【参考】確率規模別の外力設定条件

1/50 1/60 1/70 1/80 1/90 1/100 1/150

降雨量(mm/3日) 240 250 260 270 275 280 310

降雨条件 昭和56年8月下旬洪水波形

1/80規模

 現行整備計画河道において、整備水準（概ね1/50規模）を上回る洪水が発生した場合において、浸水が想定される区域、水深を分析。
 1/60から1/80では、豊平川左岸に位置する札幌市中心市街地や住宅地等で浸水範囲が拡大している。
 1/80から1/100では、左岸の住宅地等で浸水範囲が拡大するものの、相対的には拡大幅が小さい。

1/90で浸水
するエリア

1/100で浸水
するエリア
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 各確率規模で想定される浸水面積、被害額、浸水人口を整理。
 約1/80規模の雨による洪水を想定すると、浸水面積は約54km2、被害額は約1.4兆円、浸水人口は約29万人に上ることが想定される。
 約1/80までの被害の上昇は、 1/80から1/100の被害の上昇に比べて相対的に大きい。

浸水による被害の分析

12

約1.4兆円

約54km2

約29万人

約1.0兆円

約0.5兆円

約1.6兆円

約1.7兆円

約25km2

約42km2

約57km2

約61km2

約4万人 約17万人

約32万人

約36万人

【浸水面積】

【被害額】 【浸水人口】
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25箇所

医療・社会福祉施設等の機能低下による被害

ライフラインの停止による波及被害
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28箇所

※浸水深0.3m （自動車でのアクセス困難）以上となる医療施設を集計 ※浸水深0.3m （自動車でのアクセス困難）以上となる社会福祉施設を集計

※浸水深0.7m（住宅の標準的なコンセントが水没）以上となるメッシュ内人口を集計 ※浸水深1.0m（標準的なマイコンメーターが水没）以上となるメッシュ内人口を集計

浸水による被害の分析

【医療施設】 【社会福祉施設】

【電力】 【ガス】

13箇所
5箇所

32箇所
37箇所

14箇所6箇所

約5.7千人
約4.0千人

約9.0千人

約10.7千人

約0.8千人
約1.0千人

約1.7千人
約1.6千人

33箇所

41箇所
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約2.2千人

14

ライフラインの停止による波及被害

交通途絶による波及被害

確率規模 1/50 1/60 1/70 1/80 1/90 1/100 1/150

途絶する国道

なし 国道274号
国道275号

国道274号
国道275号

国道274号
国道275号
国道231号

国道274号
国道275号
国道231号

国道274号
国道275号
国道231号

国道274号
国道275号
国道231号
国道5号
国道12号

※浸水深1.0m（集合住宅等の標準的な揚水ポンプが水没）以上となるメッシュ内人口を集計 ※浸水深0.2m（下水道設備が水没）以上となる下水道施設の集水区域内人口を集計

※浸水深0.3m（自動車の通行に支障）以上となる国道を集計

浸水による被害の分析

【上水道】 【下水道】

約0.7千人

約1.4千人

約2.8千人
約3.0千人

約9万人 約9万人

約47万人
約53万人


